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今月のトピックス 

 

 

  

 

4 月から多くの新入学生がアルバイトを始めることから、厚生労働省では 4月

から 7月までの間「「アルバイトの労働条件を確かめよう！」キャンペーン」を

実施しています。 

本稿では、キャンペーンの重点項目を記載するとともに、アルバイトの戦力化

について一例をご紹介いたします。 

 

１．キャンペーンの重点項目について  

厚生労働省では、重点的に呼びかける事項を各種学校や事業主団体等に協力

依頼をして周知に努めています。その内容は以下の通りとなります。 

 

(1)労働条件の明示 

 ①契約はいつまでか 

 ②契約期間の定めがある契約を更新する際のきまり 

 ③どこでどんな仕事をするのか 

 ④勤務時間や休みはどうなっているのか 

 ⑤バイト代（賃金）はどのように支払われるのか 

 ⑥辞めるときのきまり 

 ⑦無期転換申込みができる有期労働契約の場合においては、無期転換申込み

に関する事項及び無期転換後の労働条件 

(2)シフト制労働者の適切な雇用管理 

学生は学業が本分であり、学業とアルバイトが適切な形で両立できる環境を整

えるよう配慮する必要があります。 

使用者が一方的に急なシフト変更を命じることはできません 

(3)労働時間の適正な把握 

アルバイトも、労働日ごとの始業・終業時刻を確認し、適正に記録する必要が

あります。 

(4)商品の強制的な購入の抑止とその代金の賃金からの控除の禁止 

アルバイトが希望していないのに、 商品を強制的に購入させることはできま

せん。 

アルバイトの戦力化のために 
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(5)労働契約の不履行に対してあらかじめ罰金額を定めることや労働基準法に

違反する減給制裁の禁止 

アルバイトの遅刻や欠勤などによる労働契約の不履行や不法行為に対して、 

あらかじめ損害賠償額等を定めることはできません。 

 

 

２．アルバイトの戦力化について  

前述の記載は基本的に法律に則ったルールですが、法律を守っているだけで

は、アルバイトが戦力として機能するわけではありません。特に働いたことのな

い新入学生が立派に働けるようになるには、それなりに受け入れ側の対応が必

要となってきます。以下にいくつか対応手法を記載いたします。 

 

・ウェルカムオリエンテーションの実施 

新入学生をアルバイトとして採用した際に、ウェルカムオリエンテーション

を実施することも一案です。このオリエンテーションでは、企業文化の紹介、職

場のルール、働く上での期待値の共有などを行い、新入学生がスムーズに職場に

溶け込めるようサポートします。また、仕事の基本的な流れや、安全に関する重

要な指示もこの機会に伝えると良いでしょう。 

 

・メンター制度の導入 

新入学生に経験豊富なアルバイトスタッフや正社員をメンターとして割り当

て、仕事のコツや職場での振る舞い方など、実務に必要な知識やスキルを伝授し

ます。メンターが、新入学生の不安や疑問に耳を傾け、個々の成長をサポートす

ることで、新入学生は早期から自信を持って業務に取り組むことができるよう

になるでしょう。 

 

・成功体験の積極的な提供 

新入学生がアルバイトを通じて早期に成功体験を得られるよう、小さな成果

でも積極的に評価すると良いでしょう。また、優れたアイデアを提案した新入学

生をミーティングで評価するなど、努力と成果を公に認めることも大切です。こ

のような経験は、新入学生の自信を高め、長期的に職場へのコミットメントを促

す効果があります。また、他のアルバイトスタッフとの良好な競争と協力を促し、

全体のモチベーション向上にも寄与します。 

 

３．さいごに  

新入学生がその職場を気に入ったなら、学校の友人をアルバイト先として紹

介してくれるかもしれません。そうなれば、採用コストの削減や労働力不足の改

善にもつながるでしょう。法定の対応を行うことはもちろん、行っている企業も

次のステップを検討して実施してみてはいかがでしょうか？ 

 

（厚生労働省「アルバイトの 労働条件を確かめよう！ ～キャンペーン実施中～」より抜粋） 
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※本内容は 2024 年 3 月 14 日時点での内容です 

 

 

＜監修＞ 

社会保険労務士法人 中企団総研 


